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上士幌町鳥類目録

川辺 百樹')

BirdsofKamishihorotown,Hokkaido

MomokiKAwABE1)

はじめに

わ が 国 は1993年 に 「生物 の 多様 性 に関す る条 約 」 の締 約 国 とな り,こ れ に伴 い生 物 多様 性 保 全 の ため の 計画

の策 定 な どが 義 務付 け られ る こと にな った.こ れ に先 立 ち,環 境庁(現 環境 省)は,1991年 か ら絶 滅 のお それ

の あ る野 生 生物 の リス ト,レ ッ ドデ ー タ リス トを作 成 し,野 生 生 物 の現 状 把 握 に取 組 み は じめ た(環 境 庁 自然

保 護 局 野 生 生 物課 編1991).そ の後,都 道府 県 レベ ル で の レ ッ ドデ ー タ リス トの作 成 が 行 わ れ る よ う にな り,

北海 道 で は,2001年 に レッ ドデ ー タ ブ ッ クが 刊行 され た(北 海道 環 境 生 活 部環 境 室 自然環 境 課 編2001).生 物

多 様 性 の 保全 をよ り実 効 性 の あ る もの にす るた め に は,市 町村 レベ ル にお いて も,野 生 生物 の 現 状把 握 に務 め

な けれ ば な らな い こ とは言 うま で もな い.こ の よ うな 観 点 か ら,上 士 幌町 内 にお け る野 生鳥 類 の リス トを作 成

し,種 の 生息 状 況 を簡 潔 に説 明 した.こ の うち環 境 省 が2006年 に公 表 した レ ッ ドリス トお よび 北 海道 レッ ドデ

ー タ ブ ック(北 海 道2001)に 記 載 され て い る種 につ い て は,保 護 対 策 に も言 及 した.な お,括 弧 内 は地 点 ・標

高 ・年 月 日 ・観 察 者(観 察 者 名 な い もの は筆 者 の観 察)な どを示 す.種 の配 列 お よび 学 名 は,日 本 鳥類 目録 第

6版(日 本 鳥 学会2000)に 従 う.

OrderPODICIPEDIFORMESカ イ ツ ブ リ 目

FamilyPODICIPEDIDAEカ イ ツ ブ リ科

Podfceps11忽 万collfsη 忽㎡collfsBrehmハ ジ ロ カ イ ツ ブ リ

1例 の 記 録 が あ る(上 士 幌:1992.12.2保 護).

Podfcepsg万segenaholboel11fReinhardtア カ エ リ カ イ ツ ブ リ

ま れ に 飛 来(東 雲 湖:1972.6.17).

OrderPROCELL△RIIFORMESミ ズ ナ ギ ド リ 目

FamilyHYDROBATIDAEウ ミ ツ バ メ 科

Oceanodromaleucorhoaleαcorhoa(Vieillot)コ シ ジ ロ ウ ミ ツ バ メ

ま れ に 飛 来(糠 平:1972.10.5保 護/1987.9.25,上 士 幌:1999.9.16事 故 死 体).

OrderCICONIIFORMESコ ウ ノ ト リ 目

FamilyARDEIDAEサ ギ 科

.Bubulucslbfscoromaηdαs(Boddaert)ア マ サ ギ

まれ に 飛 来(上 士 幌:1997.5.8保 護).
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Ardeacfηerea/ouyfClarkア オ サ ギ

夏 鳥.平 野 部 の 小 林 や カ ラ マ ツ 林 で 営 巣.4箇 所 の 営 巣 地 が あ る.

OrderANSERIFORMESカ モ 目

FamilyANATIDAEカ モ 科

ノ㎞seralbf丘oηs1}oη`alfsBairdマ ガ ン

準 絶 滅 危 惧 種.1例 の 記 録 が あ る(三 股:2005.9.26岩 見 恭 子).

Aηser拍balfsmfddelldo㎡ 伍Severtzovオ オ ヒ シ ク イ

準 絶 滅 危 惧 種.渡 りの 時 期 に ま れ に 飛 来(幌 加:1999.3.29猛 禽 に 捕 殺 さ れ た 死 体,上 音 更:2008.4.10).

C玄:g:ηuscy:gηus(Linnaeus)オ オ ハ ク チ ョ ウ

渡 りの 時 期 に 飛 来(元 小 屋 ダ ム:2000.2.14.糠i平 湖:1986.10.19,上 音 更:2008.4.10).

A孟xgalerlcu1説a(Linnaeus)オ シ ド リ

情 報 不 足.夏 鳥.広 葉 樹 林 帯(東 居 辺:2005.3.5)か ら針 広 混 交 林 帯(幌 加 ダ ム:1988.7.17)の 水 辺 に 生

息.繁 殖 個 体 数 の 変 動 は 不 明.

ノ㎞aspla取rhyηchosplaαr砂 ηchosLinnaeusマ ガ モ

繁 殖.多 く は 秋 に 飛 来 し,一 部 が 越 冬 す る.平 野 部 か ら 山 地 の 河 川 ・湖 沼 に 生 息.

AnascreccacreccaLinnaeusコ ガ モ

冬 鳥.平 野 部 か ら 山 地 の 河 川 ・湖 沼 に 生 息.

AηaspeηelopeLinnaeusヒ ド リガ モ

渡 り の 時 期 に ま れ に 飛 来(元 小 屋 ダ ム:2003.4.15,糠 平 湖:1995.12.10).

Anasac漉aac砿aLinnaeUSオ ナ ガ ガ モ

渡 り の 時 期 に ま れ に 飛 来(東 居 辺:1998.4.6,元 小 屋 ダ ム:2003.4.15).

Ay`hya血1㎏ula(Linnaeus)キ ン ク ロ バ ジ ロ

渡 り の 時 期 に 飛 来(糠i平 湖:1976.5.11,音 更 取 水 ダ ム:2002.5.9).

Ay・出yamarllamarflofdes(Vigors)ス ズ ガ モ

渡 り の 時 期 に ま れ に 飛 来(元 小 屋 ダ ム:1975.10.7,糠 平 湖:1973.11.28).

Hfs厨011fcαs乃fs厘011fcHspac㎡cαsBrooksシ ノ リ ガ モ

絶 滅 の お そ れ の あ る 地 域 個 体 群(東 北 地 方 以 北).渡 りの 時 期 に ま れ に 飛 来(糠 平 湖:1973.12.6).

Claηg・α1ahyemalfs(Linnaeus)コ オ リ ガ モ

1例 の 記 録 が あ る(糠 平 湖:2003.11.26).

Bucephalaclallgα1aclallgula(Linnaeus)ホ オ ジ ロ ガ モ

渡 り の 時 期 に 飛 来(元 小 屋 ダ ム:1988.2.20,糠 平 湖:1975.11.28).

Me㎎.usme」 ㎎aηsercoma孟usSalvadoriカ ワ ア イ サ

繁 殖.平 野 部 か ら 山 地 の 河 川 ・湖 沼 に 生 息(東 居 辺:2001.5.21,糠i平 湖:2005.4.30).

OrderFALCONIFORMESタ カ 目

FamilyACCIPITRIDAEタ カ 科

ぬ ηdfoηhalfae加shalfae加s(Linnaeus)ミ サ ゴ

準 絶 滅 危 惧 種.湖 沼 周 辺 の 森 林 で 繁 殖.繁 殖 を 妨 害 しな い よ う 配 慮 す る 必 要 が あ る.

Pemfsapfyorusoがe撹a17sTaczanowskiハ チ ク マ

準 絶 滅 危 惧 種.ま れ に 飛 来(糠 平:2005.5.27,三 股:1983.9.30保 護).

ル行1vαs111fgralls1加ea加s(Gray)ト ビ
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留 鳥.農 耕 地 周 辺 の カ ラ マ ツ 林 や 山 地 の 水 辺 で 繁 殖.厳 冬 期 に 山 地 に は 生 息 しな い.

Halfaee加sa1わfcfllaalbfcflla(Linnaeus)オ ジ ロ ワ シ

絶 滅 危 惧IB類.湖 沼 周 辺 の 森 林 で 繁 殖(岩 見 ・川 辺2006a).繁 殖 を 妨 害 し な い よ う 配 慮 す る 必 要 が あ る.

Halfaee加spelagfcαspelaglcus(Pallas)オ オ ワ シ

絶 滅 危 惧II類.冬 に 飛 来(糠 平:2007.3.14,三 股:2007.2.25).

.Acc加f孟ergeη が1fs血改ya111ae(Swann&Hartert)オ オ タ カ

準 絶 滅 危 惧 種.繁 殖.平 野 部 の カ ラ マ ツ 林 で 繁 殖.山 地 の 森 林 帯 に も 飛 来(三 股900m:2008.10.17).

カ ラ マ ツ 林 の 伐 採 に あ た っ て は,伐 採 時 期 や 営 巣 場 所 の 確 保 な ど を 考 慮 す る 必 要 が あ る.

.Acc芝ρf飴rgulaがsgulaがs(Temminck&Schlegel)ツ ミ

夏 鳥.平 野 部 の 森 林(東 居 辺:1976.6.6)か ら 山 地 の 伐 開 地 周 辺(糠 平:2004.5.27)に 出 現.

Acc∠ ρ1飴r111sHsnlsosfmflfs(Tickell)ハ イ タ カ

準 絶 滅 危 惧 種.繁 殖.広 葉 樹 林 帯(東 居 辺:1983.6.5)か ら 高 山 帯(ウ ペ ペ サ ン ケ 山:1988.8.19)ま で 出

現.カ ラ マ ツ 林 の 伐 採 に あ た っ て は,伐 採 時 期 や 営 巣 場 所 の 確 保 な ど を考 慮 す る 必 要 が あ る.

B肛eolagopαsmeηzbferゴDementievケ ア シ ノ ス リ

1例 の 記 録 が あ る(糠 平:2002.4.12).

.B漉eoわ 磁eo/apollfcαsTemminck&Schlegelノ ス リ

留 鳥.平 野 部 の カ ラ マ ツ 林 か ら 針 広 混 交 林 帯 で 繁 殖(岩 見 ・川 辺1995,2006b).

Sρfzae加s11加alellslsorfe鉱alfsTemminck&Schlegelク マ タ カ

絶 滅 危 惧IB類.山 地 の 森 林 帯 に 生 息.ま れ に 平 野 部 に 飛 来(東 居 辺:1984.4.1).繁 殖 を 妨 害 しな い よ う

配 慮 す る 必 要 が あ る.

Aqullachη ・saefos/aponfcaSevertzovイ ヌ ワ シ

絶 滅 危 惧IB類.ご く ま れ に 飛 来(幌 加:1997.9鴨 作 知 弥 氏 写 真 撮 影).

FamilyFALCONIDAEハ ヤ ブ サ 科

ぬ1corus6co1αsLinnaeusシ ロハ ヤ ブ サ

1例 の 記 録 が あ る(北 居 辺:1992.5山 本 正 明 氏 写 真 撮 影).

ぬ1coperegnbus/apoηeηslsGmelinハ ヤ ブ サ

絶 滅 危 惧II類.1例 の 記 録 が あ る(黒 石 平:2006.2.2岩 見 恭 子).

Falcos酌bα 孟eosubb配eoLinnaeusチ ゴ ハ ヤ ブ サ

夏 鳥.平 野 部 の カ ラマ ツ 防 風 林 な ど で 繁 殖.山 地 に も 飛 来(ウ ペ ペ サ ン ケ 山 高 山 帯:1973.611).

F冶1co6η1川11cα1αsf撹ersがnc加sMcClellandチ ョ ウ ゲ ン ボ ウ

1例 の 記 録 が あ る(ニ ペ ソ ツ 山 前 天 狗 岳:1980.10.12).

OrderGALLIFORMESキ ジ 目

FamilyTETRAONIDAEラ イ チ ョウ科

Tb孟ras孟esboηasla▼4cfηf`asRileyエ ゾ ライ チ ョウ

情 報不 足.繁 殖.広 葉 樹 林 帯(東 居辺:1980.7.17)か らハ イ マ ツ帯(ニ ペ ソツ 山1700m:1975.8.15)に 生

息.厳 冬 期 に ダケ カ ンバ 帯 で の観 察 例 あ り(三 国峠1430m:2007.1.1).十 勝 三股 で のセ ンサ ス 調査 か らは

個体 数 の減 少 傾 向 は認 め られ な い(ひ が し大雪 博 物館 友 の 会エ ゾ ライ チ ョウ調 査 グル ー プ2005).

FamilyPHASLへNIDAEキ ジ 科

Co加mfx/aponfcaTemminck&Schlegelウ ズ ラ
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準 絶滅 危惧 種.1例 の 記録 が あ る(糠 平:1980.10.17事 故 死 体).

OrderGRUIFORMESツ ル 目

FamilyGRUIDAEツ ル 科

Gurs/apoηellsfs(MUller)タ ン チ ョ ウ

絶 滅 危 惧H類.1983年 に は じめ て 飛 来 が 確 認 さ れ(川 辺1985),北 海 道 で の 個 体 数 の 増 加 に と も な い 飛 来 頻

度 が 高 くな っ て い る よ う で あ る(清 水 谷:1999.4.25/2007.9.27,萩 ヶ 岡:2000.4.14/2008.4.7/2008.5.9).

FamilyRALLIDAEク イ ナ 科

Rallusaqαa6cαslndfcusBlythク イ ナ

北 海 道 レ ッ ドデ ー タ ブ ッ ク 希 少 種.ま れ に 飛 来(糠 平1991.5.15保 護, 三 股:1992.10事 故 死 体).

OrderCHARADRIIFORMESチ ドリ目

FamilyC… … ドリ科

Charad㎡usdαbluscαrollfcHsGmelinコ チ ドリ

まれ に飛 来(糠i平:1976.4.18).

αaradが αsplacfdαs/aponfcαsMishimaイ カル チ ドリ

夏鳥.繁 殖.ま れ に冬 も出 現.河 川 の砂 礫 川原 に生 息(上 士 幌橋:1988.6.27,居 辺 川:2007.5.4).音 更 川

で は繁 殖 に適 した砂 礫 川原 が 消失 す る傾 向 にあ り,個 体 数 の減 少 が懸 念 され る.

P1αvfa17s血1ya(Gmelin)ム ナ グ ロ

1例 の記 録 が あ る(萩 ヶ岡:1997.10.10)

FamilySCOLOPACIDAEシ ギ 科

丁冠11gaglareolaLinnaeusタ カ ブ シ ギ

1例 の 記 録 が あ る(東 居 辺:1980.5.15).

Heferoscelusbrevfpes(Viellot)キ ア シ シ ギ

渡 り の 時 期 に 河 川 に 飛 来(東 居 辺:2005.5.11).

Ac甜sllypoleαcos(Linnaeus)イ ソ シ ギ

夏 鳥.開 け た 川 原 や 湖 沼 の 水 辺 で 繁 殖.出 現 最 高 標 高 は720m(三 股 音 更 大 橋:2002.5.9).

lScolopax躍sびcolaLinnaeusヤ マ シ ギ

夏 鳥.繁 殖.広 葉 樹 林 帯(東 居 辺:1976.6.16)か ら 上 部 針 広 混 交 林 帯(ニ ペ ソ ツ 山 小 天 狗 岳1570m:

2000.8.16)に 出 現.

(}allfllagogallfllagogallfllago(Linnaeus)タ シ ギ

渡 り の 時 期 に ま れ に 飛 来(東 居 辺:2001.4.16).

Gallfηagohardwlckff(Gray)オ オ ジ シ ギ

準 絶 滅 危 惧 種.夏 鳥.農 耕 地 ・森 林 帯 の 伐 開 地 で 繁 殖(糠 平 ス キ ー 場:2008.6.13,三 股:2008.5.7).繁 殖

個 体 数 の 変 動 は 不 明.

Oa伍 ηagoso玩anla/apollfca(Bonaparte)ア オ シ ギ

冬 鳥.湧 水 の あ る河 畔 に 生 息(東 居 辺:1983.1.20,三 股 十 五 の 沢:1997.2.2).

FamilyPHALAROPODIDAEヒ レ ア シ シ ギ 科

Phalaropαsloba加s(Linnaeus)ア カ エ リ ヒ レ ア シ シ ギ
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渡 り の 時 期 に ま れ に 飛 来(糠 平:1974.8.27事 故 死 体/1986.9.4,三 股:1986.8.9事 故 死 体).

FamilyLARIDAEカ モ メ科

Larαsrfdfbα11dαsLinnaeusユ リカ モ メ

ま れ に 飛 来(糠i平 湖:1973.10.19・11.12).

Larαscrassfros加lsVieillotウ ミネ コ

ま れ に 飛 来(糠i平:2001.7.28保 護).

Sfemahfruηdolon4peηnlsNordmannア ジ サ シ

ま れ に 飛 来(糠 平 湖:1985.8.30・9.22).

OrderCOLUMBIFORMESハ ト目

FamilyCOLUMBIDAEハ ト科

Strep`opelfao五e11孟alfso∬fe11`alfs(Latham)キ ジバ ト

夏 鳥.平 野 部 の小 林 な どで 普通 に繁殖.森 林 帯 で は 開 けた ところ に 出現.出 現 最高 標 高 は1300m(ニ ペ ソ ツ

山幌 加登 山道).

5ρhe加rαssfeboldffsfeboldff(Temminck)ア オバ ト

夏鳥.広 葉 樹 林 帯(東 居 辺;1998.6.13)か ら下 部 針広 混 交 林帯(幌 加温 泉:1989.5.31)に 生 息.エ ゾヤ マ

ザ ク ラの結 実 期 には 人家 周 辺 に飛 来す る.

OrderCUCULIFORMESカ ッ コ ウ 目

FamilyCUCULIDAEカ ッ コ ウ 科

Cuculus血gaxhypeηthrusGouldジ ュ ウ イ チ

夏 鳥.広 葉 樹 林 帯(東 居 辺:1991.5.20)か ら 針 葉 樹 林 帯(ウ ペ ペ サ ン ケ 山 登 山 口920m:1985.7.6)に 生 息 ・

Cαcα1αscanoms孟eleρhoηusHeineカ ッ コ ウ

夏 鳥.平 野 部 の 農 耕 地(北 門:1990.5.30)・ 森 林 帯 の 伐 開 地(三 股:2004.6.10)・ 高 山 帯(ウ ペ ペ サ ン ケ 山

1650m:1975.5.31)に 生 息.

Cαculussa加ra加shors五eldfMooreツ ッ ド リ

夏 鳥.広 葉 樹 林 帯(東 居 辺:2005.5.11)か らダ ケ カ ン バ 帯(ウ ペ ペ サ ン ケ 山1400m:1975.5.31)に 生 息.

OrderSTRIGIFORMESフ ク ロ ウ 目

FamilySTRIGIDAEフ ク ロ ウ 科

Ke加paわ1akfsω111blak:fs`011f(Seebohm)シ マ フ ク ロ ウ

絶 滅 危 惧IA類.音 更 川 水 系 で は 過 去 に 繁 殖(川 辺2003).現 在 は 時 お り観 察 さ れ る が,定 住 個 体 は い な

い(糠 平:2005.1.5白 木 雪 乃/2006.5.17/2007.2118/2008.3.31).主 食 で あ る 魚 類 を 安 定 的 に 確 保 で き な い こ

と と営 巣 可 能 な 樹 洞 の あ る 大 径 木 の 減 少 が 生 存 を 脅 か す 要 因 と な っ て お り,長 期 的 展 望 に た っ た 生 息 環 境

の 復 元 が な さ れ な け れ ば な らな い.

Asfoo加so加s(Linnaeus)ト ラ フ ズ ク

1例 の 記 録 が あ る(清 水 谷:1991.4.7-4.12).

.Asfo〃anlmeαsllammeαs(Pontoppidan)コ ミ ミ ズ ク

1例 の 記 録 が あ る(三 股1991.11.9田 中 康 夫).

0加sscops/apoηfcusTemminck&Schlegelコ ノ ハ ズ ク

夏 鳥.広 葉 樹 林 帯(東 居 辺:1982.5.24)か ら針 葉 樹 林 帯(丸 山:1991.8.25)に 生 息.
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0加sle111p〃fsemlforquesTemminck&Schlegelオ オ コ ノハ ズ ク

まれ に飛 来(糠 平:1981.1.24事 故 死体/1982.9.25事 故 死体,上 士幌:1977.11.8保 護).

Aeg・01fαs血11ereusnlagη αs(Buturlin)キ ン メ フク ロウ

絶 滅 危惧IB類.針 葉 樹 林 に生 息(幌 加:1993.6.1営 巣木 伐 採/1994.4.23・4.27・5.1/1995.5.7/2005.4.1,三

股:2001.3.25).わ が 国で は 上 士幌 町 ・鹿追 町 ・上 川 町 で4例 の営 巣 が 確 認 され て い る に過 ぎ な い.こ の う

ち2例 は営 巣 木 が 伐採 され て お り,伐 採 が 生存 を脅 かす 直 接 的 要 因 とな っ て い る(川 辺1992,2002).森 林

伐 採 にあ た って は,事 前 調 査 を徹 底 し,樹 洞 の あ る立 木 を保 存 す るよ うに しな けれ ばな らな い.ま た伐 採

に よ る疎 林化 が林 床 にサ サ 類 の繁 茂 を促 し,本 種 の採 食 の 阻 害 要 因 と な って い る 可能 性 が あ る こ とか ら,

生 息地 で の伐 採 率 を低 く抑 え る必 要 が あ る(川 辺2002).

Nfnoxscα 加1a`a/aponfca(Temminck&Schlegel)ア オバ ズ ク

夏 鳥.糠 平 で1973年 か ら1985年 まで 生息 が 確 認 され て いた が,そ の後 観 察 され て いな い.

&㎡xuralellsls/apoηfca(Clark)エ ゾ フク ロ ウ

留鳥.繁 殖.広 葉 樹林 帯 か ら針 葉 樹 林帯(幌 鹿 峠1020m:1980.9.10)に 生 息.出 現 最 高標 高 は石 狩岳 山 頂

(1990.9.23桧 座 幸 雄).

OrderCAPRIMULGIFORMESヨ タ カ 目

FamilyCAPRIMULGIDAEヨ タ カ 科

Capがmα1:9αsfndfcαsノ 砿akaTemminck&Schlegelヨ タ カ

絶 滅 危 惧II類.夏 鳥.少 数 の 観 察 例 が あ る に 過 ぎ な い(黒 石 平:1975.6.20,糠 平 ダ ム サ イ ト:1978.8.2,

三 股:1978.6.14/1979.7.22/1996.6.12米 川 洋).1996年 を 最 後 に 観 察 さ れ て い な い .

OrderAPODIFORMESア マ ツ バ メ 目

FamilyAPODIDAEア マ ツ バ メ 科

Hlmn(1apuscaαdacα 加scaudacu加s(Latham)ハ リ オ ア マ ツ バ メ

夏 鳥.幌 加 で の 営 巣 例 が あ る(川 辺 ・田 中1997).

Apαspac伍cuspac茄lcus(Latham)キ タ ア マ ツ バ メ

夏 鳥.平 野 部 で は ま れ だ が,高 山 で は よ く観 察 さ れ る(東 居 辺:1983.6.8,ニ ペ ソ ツ 山 天 狗 岳:1995 .8.3).

OrderCORACIIFORMESブ ッポ ウ ソウ 目

FamilyALCEDINIDAEカ ワセ ミ科

CelylelugαbrfspallfdaMomiyamaエ ゾヤ マ セ ミ

北海 道 レ ッ ドデ ー タ ブ ック希 少種.留 鳥.主 に 山地 の河 川 に生息(東 居 辺:1984.6.28,三 股:1996.6.12営

巣 米 川 洋).最 高 出 現標 高 は720m(三 股 音 更 大橋:2002.5.9).営 巣場 所(河 川 沿 い の露 頭)が 限 られ て

い る こ とか ら営巣 可 能な 場 所 の保 全 に配 慮す る必 要が あ る.

Halcy・onpllea`a(Boddaert)ヤ マ シ ョウ ビン

1例 の 記録 が あ る(東 雲 湖:1965.6.3日 本 鳥 学会1974)

Ha1(yollcoromalldan1のor(Temminck&Schlegel)ア カ シ ョウ ビ ン

北海 道 レッ ドデー タブ ック希 少種.ま れ に飛来(川 辺2003).

Alcedoa`酌1sbellgalellsfsGmelinカ ワセ ミ

少 数 が繁 殖(東 居 辺:1990.5.18).本 種 の営 巣 に適 した泥 質 の河 岸 堆 積物 が 分布 す る地域 が 限 られ るた め個

体 数 は少 な い(糠 平:1974.7.25事 故 死体).
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FamilyUPUPIDAEヤ ツ ガ シ ラ 科

αρupaepopssa加r説aLδnnbergヤ ツ ガ シ ラ

2例 の 記 録 が あ る(三 股:1987.4.30,上 士 幌:1999.6.7田 中 年 男 氏 写 真 撮 影).

OrderPICIFORMESキ ツツ キ 目

FamilyPICIDAEキ ツ ツキ科

ノyηxforqαflla/apoηfca(Bonaparte)ア リス イ

夏 鳥.繁 殖.広 葉 樹林 帯(東 居 辺:1987.7.11)か ら下 部針 広 混 交林 帯(三 股:1996.6.12)の 林 縁 に 出現 す

るが,多 くはな い.

Pfcαscaηus/essoeηsfsStejnegerヤ マ ゲ ラ

留 鳥.繁 殖.広 葉 樹 林帯(東 居 辺:1992.4.13)か ら下部 針広 混 交 林帯(幌 加 温泉:1989.6.23営 巣)に 生息.

まれ に上 部針 広 混交 林 帯 に 出現(三 国 峠1350m:2009.3.1).

Dlyocopαsma而uslnarがus(Linnaeus)ク マ ゲ ラ

絶 滅危 惧H類.留 鳥.下 部 針 広 混 交林 帯 か ら上部 針 広 混交 林 帯 に 生息.営 巣最 高 標 高 は1050m(温 泉 山:

1991.6).ま れ に平野 部 の 広 葉樹 林 に出現(東 居 辺1982.3.20).厳 冬 期 に上 部 針広 混 交 林 帯 で の観 察例 あ り

(三 国 峠1320m:2007.1.1).1987年 か ら1988年 に音 更 川 上 流 域 の6箇 所 で営 巣 が確 認 され て い る(川 辺

1988a,川 辺 ほ か1990).繁 殖 個 体 数が 減 少 傾 向 に ある か確 認 されて いな い が,繁 殖 個 体 数 の モニ タ リン グ

が 必 要で ある.

Deηdrocoposm冴or/aponlcus(Seebohm)エ ゾア カゲ ラ

留 鳥.広 葉樹 林 帯 か ら針葉 樹 林 帯(南 クマ ネ シ リ岳1040m:1992.7.12)で 繁殖.人 家 周 辺 で も営 巣 す る.

非 繁 殖期 には ダ ケカ ンバ 帯 に も出現(ニ ペ ソツ 山1600m:1988.9.7).

Deηdrocoposleuco`ossubcfr万s(Stejneger)エ ゾ オ オア カゲ ラ

北海 道 レ ッ ドデ ー タ ブ ック 留 意種.留 鳥.広 葉 樹 林 帯(東 居 辺2004.5.19)か ら下 部 針 広 混 交 林 帯(幌 加

600m:1989.5.31)で 繁殖.非 繁 殖期 に はダ ケ カ ンバ 帯 に も出現(三 国峠1410m:2006.4.1).繁 殖 個体 数

の減 少 は確 認 され て いな い.

Deηdrocoposmflloramαreηsfs(Buturlin)コ ア カゲ ラ

北海 道 レ ッ ド:デー タ ブ ッ ク希 少種.広 葉 樹林 帯 に生 息(東 居 辺:1989.5.17).ま れ に山 地 の森 林 帯 の 林縁

部 に出 現(糠i平:1993.1.26,幌 加650m:1997.10.19).

Deηdrocoposkfzαkf班mae(Taka-Tsukasa)エ ゾ コゲ ラ

留鳥.広 葉 樹 林帯 か ら針 葉 樹林 帯(石 狩 岳登 山 口810m:1989.6.14)で 繁殖.繁 殖 後 ダ ケカ ンバ 帯 に も出現

(ニペ ソ ツ山1300m:1975.8.15).厳 冬 期 に上部 針 広混 交 林帯 で の観 察 例 あ り(三 国峠1320m:2007.1.1).

Hcoldes孟rfdady:1us血ouyefYamashinaミ ユ ビゲ ラ

絶 滅 危 惧IA類.わ が 国 で は 上 士 幌 町 と 東 川 町 で 記 録 さ れ て い る に 過 ぎ な い.上 士 幌 町 で は 三 股

(1942.9.19・11.11・12.17/1943.2.19/1956.6.7ヒ ナ3羽 保 護)と ニペ ソツ 山(1960.7/1988.9.1)で 生息 が 知

られ る(川 辺2003)が,1989年 以降 確 認 さ れて いな い.藤 巻(2002)は,本 種 の存 続 を脅 かす 原 因 と して,

「生息 地 の森 林帯 で は,一 部 で伐 採 が行 わ れ てお り,良 好 な生 息環 境 は減 少 傾 向 にあ る 」 と して いる が,伐

採 に よ って 生 息環 境 が どの よ う に悪 化 して い る か につ い て具 体 的 にふ れ て い な い.ま た 、本 種 が寒 帯 林 に

広 く分布 しと して い る が,寒 帯 林 は 植 生帯 区分 の 上 か ら正 しくな く(沼 田編1974),亜 寒 帯 針葉 樹 林(吉

良1971)あ るい は 北方 針 葉樹 林(宮 脇 編1977)と す るの が適 切 で あ る.Winklereta1(1995)は,北 方や 山岳

の針葉 樹 林 に 生息 し,ト ウ ヒ属 種 との結 び つ き が深 い こと を指 摘 して い る.本種 が トウ ヒ属 種 の優 占す る森

林 を選 好 す る理 由 と して,ト ウ ヒ属 種 の樹 皮 を剥 ぎ穿 孔性 昆 虫 を採 食 す る こ とが あ げ られ る.大雪 山 系で は

伐 採 に よ り トウ ヒ属 種 で あ る エ ゾ トウ ヒ(エ ゾ マ ツ)が 減 少 して お り,こ の こ とが 本 種 の 生存 を脅 かす 要
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因となっていると考えられる(川 辺1990).ま た穿孔性昆虫の生息場所となる倒木が害虫防除対策として

森林から運び出されることも本種の生存を困難にする要因となっていると考えられる.し たがって,採 餌

木となるエゾマツを保存し,風 倒木を残置するようにしなければならない.

OrderPASSERIFORMESス ズ メ 目

FamilyALAUDIDAEヒ バ リ科

Alaαdaarμellsfs/apollfcaTemminck&Schlegelヒ バ リ

夏 鳥.平 野 部 の 農 耕 地 ・森 林 帯 の 大 き な 伐 開 地 に 生 息(糠 平 ス キ ー 場:2005.6.14,三 股:2004.6.10).

FamilyHIRUNDINIDAEツ バ メ 科

Rψarfaがparfaガf111ae(L6nnberg)シ ョ ウ ド ウ ツ バ メ

夏 鳥.平 野 部 の 河 川 沿 い に 生 息(東 居 辺:1989.6.9,清 水 谷:1985.6.16).

Hfrα 血(10rαsがcagαf加ralfsScopoliツ バ メ

ま れ に 飛 来(糠 平:2007.4.20).

Delfchoη αrbfcadlas男 ραs(Bonaparte)イ ワ ツ バ メ

夏 鳥.建 物,ダ ム,橋 梁 な ど 建 築 物 に営 巣(川 辺1988b).現 在 岩 壁 で の 営 巣 は 確 認 さ れ て い な い.

FamilyMOTACILLIDAEセ キ レ イ 科

Mo`acfllacfllerearobαs孟a(Brehm)キ セ キ レイ

夏 鳥.繁 殖.崖 の あ る 河 川 に 生 息(東 居 辺:1997.5.7営 巣,幌 加 川1720m:1994.7.10).

M砿acfllaalba1αgellsGlogerバ ク セ キ レイ

夏 鳥.少 数 が 冬 季 に 出 現.市 街 地 ・農 耕 地 ・山 間 の 集 落 に 営 巣.最 高 営 巣 地 点 は1120m(三 国 峠:

2000.7.11).

Mo孟acfllagralldfsSharpeセ グ ロ セ キ レイ

留 鳥(川 辺2005a).砂 礫 川 原 や 山 間 集 落 に 生 息(川 辺2004a).三 股 ・糠 平 な ど で は,近 年,営 巣 場 所 あ る い

は 採 食 場 所 の 消 失 に と も な い 繁 殖 し な く な っ た(川 辺2007).音 更 川 で は 繁 殖 に 適 した 砂 礫 川 原 が 消 失 す

る 傾 向 に あ り,個 体 数 の 減 少 が 懸 念 さ れ る.

ノ㎞ 出usho@soη1加(Zg・son1Richmondビ ン ズ イ

夏 鳥.繁 殖.平 野 部 の 小 林 や カ ラ マ ツ 林(北 門:1987.7.17)・ 山 地 の 森 林 帯 の 伐 開 地(糠 平 ス キ ー 場:

1990.6.20)・ 高 山 帯(ウ ペ ペ サ ン ケ 山1790m:2000.8.13)に 生 息.

A説hαsspfnole伽 ノapollfcαsTemminck&Schlegelタ ヒバ リ

渡 り の 時 期 に 飛 来(東 居 辺:2007.5.4,糠i平:1987.4.16,三 股:1996.4.29).

FamilyPYCNONOTIDAEヒ ヨ ドリ科

1玩ρs∠ρ砿esamaαroびsa1ηaαro6s(Temminck)ヒ ヨ ドリ

留鳥.広 葉樹 林 帯 で繁 殖.非 繁殖 期 には下 部 針広 混 交 林 帯や 針 葉 樹 林帯 に も出現.最 高 出現 標 高 は1450m

(三 国峠:2009.1.1).近 年繁 殖個 体 数 は増 加 傾 向 にあ る ら しい.

FamilyLANIIDAEモ ズ 科

Lan1αsbαcephalusbαcepha1αsTemminck&Schlegelモ ズ

夏 鳥.繁 殖.農 耕 地 ・森 林 帯 の 伐 開 地(糠 平:2005.4.15,三 股:1989.7.2,三 国 峠950m:2001.7.7)に 生

息.ま れ に 高 山 帯 に 出 現(ウ ペ ペ サ ン ケ 山1600m:1975.5.31).
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Laη1usc1プs乙 説ussαpercflfosαsLathamア カ モ ズ

絶 滅 危 惧IB類.4例 の 記 録 が あ る(東 居 辺:1983.6.8,上 士 幌:1978.6.24,糠 平:1984.5.29,三 股:1977.5.29).

Laηfusexcα わfforblaηchffHartertオ オ モ ズ

ま れ な 冬 鳥(東 居 辺:1982.3.20,糠 平:2005.10.27岩 見 恭 子,糠 平 五 の 沢:2002.4.3,三 股:1991.3.28/

1994.10.29/1999.12.3田 中 康 夫).

FamilyBOMBYCILLIDAEレ ン ジ ャ ク 科

.Bombycfllagarrα1Hsce11加alasfaePoljakovキ レ ン ジ ャ ク

冬 鳥.平 野 部 の 市 街 地 や 山 地 の 集 落 に 飛 来 す る.出 現 最 高 標 高 は950m(三 国 峠:2008.5.10).

Bo111bycflla/apoηfcus(Siebold)ヒ レ ン ジ ャ ク

2例 の 記 録 が あ る(糠i平:1979.4.24/1995.2.1).

FamilyCINCLIDAEカ ワ ガ ラ ス 科

α11cluspallasffpallasffTemminckカ ワ ガ ラ ス

留 鳥.繁 殖 期 は 山 間 渓 流 に 生 息 し,冬 は 平 野 部 の 河 川 に も 出 現(川 辺1988b,2005a).

FamilyTROGLODYTIDAEミ ソ サ ザ イ 科

Troglod7`e訂roglo(汐 孟es血mfga加sTemminckミ ソ サ ザ イ

多 く は 夏 鳥.下 部 針 広 混 交 林 帯(黒 石 平400m:1977.6.30)か ら ハ イ マ ツ 帯(ニ ペ ソ ツ 山 前 天 狗 岳:

2000.8.16)で 繁 殖.冬 は 下 部 針 広 混 交 林 帯 ・広 葉 樹 林 帯 に 少 数 が 生 息(東 居 辺:1982.1.10,糠 平:

1995.1.30,三 股680m:1995.12.24).

FamilyPRUNELLIDAEイ ワ ヒ バ リ科

PrHllella1110撹aηella(Pallas)ヤ マ ヒ バ リ

1例 の 滞 在 記 録 が あ る(糠i平:1997.1.5～3.31).

Prullellarubfda(Temminck&Schlegel)カ ヤ ク グ リ

夏 鳥.ハ イ マ ツ 帯 で 繁 殖.藤 巻(2000)は,北 海 道 で 留 鳥 と し て い る が,冬 季 に は 観 察 さ れ て い な い.渡

来 初 期 に森 林 で の 観 察 例 が あ る(三 股:1996.5.26米 川 洋).

FamilyTURDIDAEツ グ ミ科

E1宛hacusaka飯g・eaka飯ge(Temminck)コ マ ド リ

夏 鳥.下 部 針 広 混 交 林 帯 か ら針 葉 樹 林 帯 で 繁 殖.出 現 最 高 標 高 は1520m(ニ ペ ソ ツ 山:1994.8.22).

Luscfη1acallfope(Pallas)ノ ゴ マ

夏 鳥.平 野 部 の 河 畔 林 の 林 縁(東 居 辺1998.6.13)・ 山 地 の 伐 開 地(三 国 峠1000m:2004.6.5)・ 高 山 帯 の 低

木 林(石 狩 岳1850m:1975.7.6)で 繁 殖.

Lusdη1a(yane(Pallas)コ ノレリ

夏 鳥.広 葉 樹 林 帯 か ら針 葉 樹 林 帯 に 生 息.最 高 出 現 標 高 は 温 泉 山1200m(1987.6.23).

Tarsfger(ya甜rαs(yallurus(Pallas)ル リ ビ タ キ

夏 鳥.下 部 針 広 混 交 林 帯(糠 平 川600m:1989.6.11)か ら高 山 帯(ニ ペ ソ ツ 山 前 天 狗 岳1780m:2000.8.16)

で 繁 殖(川 辺1988c).

Phoellfcαrαsaαroreαsaαroreαs(Pallas)ジ ョ ウ ビ タ キ

1983年 に わ が 国 で 初 め て の 営 巣 が 糠 平 で 確 認 さ れ た(松 田 ほ か1983).そ の 後1984年 の 繁 殖 期 に ♂ ♀ 各1羽
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が,1994,1999,2003年 の 繁 殖 期 に ♂1羽 が 出 現 し た が,繁 殖 に は 至 らな か っ た.東 居 辺(1981.2.27)と

三 股(三 股 橋 南650m:2001.10.28松 田 ま ゆ み)で も 観 察 さ れ て い る.

Saxfcola`orqαa乙asむqlηeg.erゴ(Parrot)ノ ビ タ キ

夏 鳥.平 野 部 の 農 地 周 辺 の 草 地(東 居 辺2004.5.24)・ 山 地 の 伐 開 地(糠 平 ス キ ー 場:2005.5.6,三 股:

2004.6.10)・ 高 山 帯(ニ ペ ソ ツ 山 前 天 狗 岳1840m:1982.7.29)に 生 息.

Mo116colaso玩a㎡ ロsphf1加pellsfs(MUIIer)イ ソ ヒ ヨ ドリ

2例 の 記 録 が あ る(糠 平 ダ ム サ イ ト:1999.9.1,糠 平 市 街:2004.6.2).

Zoo孟heradaαmaaurea(Holandre)ト ラ ツ グ ミ

夏 鳥.広 葉 樹 林 帯 か ら針 葉 樹 林 帯 に 生 息.ウ ペ ペ サ ン ケ 山1200m(1996.6.30)で の 観 察 例 あ り.

Tαrdαssfわ1"cαsdavfso111(Hume)マ ミ ジ ロ

夏 鳥.下 部 針 広 混 交 林 帯 ・針 葉 樹 林 帯 に 少 数 が 生 息(糠 平650m:1990.7.17,西 ク マ ネ シ リ 岳1050m:

2000.7.24).

TUrdHscardfsTemminckク ロ ツ グ ミ

夏 鳥.広 葉 樹 林 帯(東 居 辺:1991.6.3)か ら 下 部 針 広 混 交 林 帯(糠i平:1999.5.5)で 観 察 さ れ る が,繁 殖 に

つ い て は 不 明.

TUrduschηrsolaαschηrsolaαsTemminckア カ ハ ラ

夏 鳥.広 葉 樹 林 帯 か ら 針 葉 樹 林 帯 に 生 息.最 高 出 現 標 高 は ニ ペ ソ ツ 山1000m(1975.6.28).

TαrdαspallfdαsGmelinシ ロ ハ ラ

1例 の 記 録 が あ る(糠i平:1985.5.18事 故 死 体).

TurdHsobscαrαsGmelinマ ミ チ ャ ジ ナ イ

渡 り の 時 期 に ま れ に 飛 来(東 居 辺:1981.10.31,糠i平:2005.5.5,三 股 音 更 大 橋:1984.10.8,ウ ペ ペ サ ン ケ

山1350m:1974.9.24).

Tαrdusllaαma11η1eullomusTemminckツ グ ミ

冬 鳥.平 野 部 か ら山 地 ま で 飛 来.年 に よ っ て は 厳 冬 期 も 生 息.

FamilySYLVIIDAEウ グ イ ス 科

σrosp乃eηasqαamefceps(Swinhoe)ヤ ブ サ メ

夏 鳥.広 葉 樹 林 帯 か ら下 部 針 広 混 交 林 帯 に 生 息.最 高 出 現 標 高 は800m(幌 加 音 更 川:1988.7.6).

Ce頗adψholleca11飽 ηs(Temminck&Schlegel)ウ グ イ ス

夏 鳥.広 葉 樹 林 帯(東 居 辺:2006.6.7)か ら高 山 帯(ウ ペ ペ サ ン ケ 山1600m:1975.5.31)ま で 生 息.

Locus孟ella拍scfola孟aa111111colaStepanyanエ ゾ セ ン ニ ュ ウ

夏 鳥.平 野 部 の 小 林 か ら 森 林 帯 の 伐 開 地 周 辺 の 茂 み に 生 息.出 現 最 高 標 高 は1000m(三 国 峠:2004.6.5).

Locus孟ellaoch碗eηsfs(MiddendorH)シ マ セ ン ニ ュ ウ

繁 殖 期 に 音 更 川 沿 い で1例 の 記 録 が あ る(安 村:2006.6.11事 故 死 体)が,繁 殖 は 不 明.渡 りの 時 期 に は 山

地 に 飛 来(黒 石 平:2004.9.9事 故 死 体,糠 平:2001.9.15事 故 死 体)

Acrocepha1αsわfs加 啓1cepsbfs厘 窺cepsSwinhoeコ ヨ シ キ リ

平 野 部 の 河 畔 の ヨ シ 群 落 に 少 数 が 生 息(東 居 辺:1985.6.20,音 更 川 上 士 幌 橋:1996.7.1,北 門1987.7.17).

Acrocephalusarαndfllaceαsoがe鉱alfs(Temminck&Schlegel)オ オ ヨ シ キ リ

2例 の 記 録 が あ る(糠i平:1994.6.6/1999.6.1).

Phy:110scopusborealfs(Blasius)メ ボ ソ ム シ ク イ

渡 り の 時 期 に 飛 来(川 辺2003,2005a).日 本 鳥 類 目 録(日 本 鳥 学 会2000)で は 北 海 道 の も の をP.b。

xaη`hodryasと し て い る が,翼 式 と 羽 色 か ら オ オ ム シ ク イP.b.exan11ηaηdαsあ る い は コ ム シ ク イP.b.
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わorea万sと 判 断 され た(山 階1941,清 棲1978).

PhylloscopHsわorealoldesPortenkoエ ゾ ム シ ク イ

夏 鳥.広 葉 樹 林 帯 か ら 針 葉 樹 林 帯 に 生 息(川 辺2005b).最 高 出 現 標 高 は ニ ペ ソ ツ 山1320m(1995.8.3).

Phylloscopαscoroηa加s(Temminck&Schlegel)セ ン ダ イ ム シ ク イ

夏 鳥.広 葉 樹 林 帯 か ら 針 広 混 交 林 帯 に 生 息(川 辺2005b).出 現 最 高 標 高 は780m(ユ ニ 石 狩 岳 登 山 口:

1998.7.4).

Reg・ulusreg・u1Hs/apoηfcusBlakistonキ ク イ タ ダ キ

留 鳥.針 広 混 交 林 帯 か ら針 葉 樹 林 帯 で 繁 殖.繁 殖 後 ダ ケ カ ンバ 帯 に も 出 現(ニ ペ ソ ツ 山1440m:1994.8.22).

冬 は 平 野 部 の 針 葉 樹 に 飛 来(東 居 辺:2005.2.6).

FamilyMUSCICAPIDAEヒ タ キ 科

Eicedα1aηarcfssfllaηarcfssflla(Temminck)キ ビ タ キ

夏 鳥.広 葉 樹 林 帯 か ら針 葉 樹 林 帯 に 生 息.最 高 出 現 標 高 は ニ ペ ソ ツ 山1155m(1996.7.2).

Fycedα1amugゴmakf(Temminck)ム ギ マ キ

渡 り の 時 期 に ま れ に 飛 来(糠 平:1974.10.9/1999.10.1事 故 死 体/2003.11.13).

(ンallopが1a(yaηonlelana(yanonlelalla(Temminck)オ オ ル リ

夏 鳥.河 川 沿 い の 崖 の あ る 森 林 に 生 息.最 高 出 現 標 高 は800m(幌 加 音 更 川:1993.7.4).不 二 川 で2000年

か ら繁 殖 個 体 数 の セ ンサ ス が 行 わ れ て い る が,個 体 数 の 減 少 は 確 認 さ れ て い な い(ひ が し 大 雪 博 物 館 友 の

会 オ オ ル リ調 査 グ ル ー プ2005).

Muscfcapasfb耐casfbfがcaGmelinサ メ ビ タ キ

夏 鳥.主 に 針 葉 樹 林 帯 か ら上 部 針 広 混 交 林 帯 下 部 に 生 息.渡 来 期 や 繁 殖 後 に 下 部 針 広 混 交 林 帯 に 出 現.出

現 最 高 標 高 は1200m(ウ ペ ペ サ ン ケ 山:1975.5.31).

Muscfcapadaα αrゴcadaαuがcaPallasコ サ メ ビ タ キ

夏 鳥.広 葉 樹 林 帯(東 居 辺:2001.5.21)か ら下 部 針 広 混 交 林 帯(糠 平:1988.6.14)に 生 息.繁 殖 後 針 葉 樹

林 帯 に も 出 現(幌 鹿 峠1020m:1975.7.31).

FamilyAEGITHALIDAEエ ナ ガ 科

Aegfεhaloscaαda加s/apoη1cusPrazakシ マ エ ナ ガ

留 鳥.広 葉 樹 林 帯(東 居 辺:1985.5.30)か ら 下 部 針 広 混 交 林 帯(三 股650m:1996米 川 洋)で 繁 殖.出 現

最 高 標 高1620m(ニ ペ ソ ツ 山:1995.8.3).厳 冬 期 に ダ ケ カ ン バ 帯 で の 観 察 例 あ り(三 国 峠1450m:

2007.1.1).

FamilyPARIDAEシ ジ ュ ウ カ ラ 科

Paruspalus厘shellsoη1Stejnegerハ シ ブ トガ ラ

留 鳥.広 葉 樹 林 帯(東 居 辺:1992.5.7)か ら下 部 針 広 混 交 林 帯 で 繁 殖(川 辺1997).厳 冬 期 も 糠 平(550m)

で 観 察 さ れ る.

Parusmo撹aη αsres厘cオusHellmayrコ ガ ラ

留 鳥.広 葉 樹 林 帯 か ら上 部 針 広 混 交 林 帯(ニ ペ ソ ツ 山1150m;2002.5.15)で 繁 殖(川 辺2004b).繁 殖 後 ハ

イ マ ツ 帯 に 出 現(ニ ペ ソ ツ 山 前 天 狗 岳:1995.8.3).厳 冬 期 に ダ ケ カ ン バ 帯 で の 観 察 例 あ り(三 国 峠1320

m:2007.1.1).

.Parαsa`er加sulaがsHellmayrヒ ガ ラ

留 鳥.広 葉 樹 林 帯(上 音 更:1988.5.20)か ら針 葉 樹 林 帯(ウ ペ ペ サ ン ケ 山1000m:1972.6.4)で 繁 殖.ハ
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イ マ ツ 帯 に も 出 現 す る(ウ ペ ペ サ ン ケ 山1700m:1972.6.4).厳 冬 期 に ダ ケ カ ン バ 帯 で の 観 察 例 あ り(三 国

峠1320m:2007.1.1).

Parαsγaが αsvarfusTemminck&Schlegelヤ マ ガ ラ

清 水 谷(牧 水 橋:2003.5.1)と 糠 平 で 記 録 さ れ て い る.糠 平 で は2003・2004・2005年 の3-4月 に 滞 在 し た

が,繁 殖 は して い な い.

Parusm冴or.m加orTemminck&Schlegelシ ジ ュ ウ カ ラ

留 鳥.広 葉 樹 林 帯 か ら 下 部 針 広 混 交 林 帯 で 繁 殖(三 股650m:1989.7.2).繁 殖 後 ダ ケ カ ン バ 帯 に も 出 現

(ウ ベ ベ サ ン ケ 山1325m:1979.10.13).厳 冬 期 に 針 葉 樹 林 帯 か ら上 で の 観 察 例 は な い.

FamilySITTIDAEゴ ジ ュ ウ カ ラ科

S批aeuropaeaasfaがcaGouldシ ロ ハ ラ ゴ ジ ュ ウ カ ラ

留 鳥.広 葉 樹 林 帯(東 居 辺:1985.5.30)か ら下 部 針 広 混 交 林 帯(三 股650m:1986.6.23)で 繁 殖.厳 冬 期

に ダ ケ カ ン バ 帯 で の 観 察 例 あ り(三 国 峠1320m:2007.1.1).

FamilyCERTHIIDAEキ バ シ リ科

Cer酌1a拍mflfaがsdaαrfc∂Domaniewskiキ タ キ バ シ リ

留 鳥.広 葉 樹 林 帯(東 居 辺2003.6.9,勢 多340m:1993.5.26)か ら上 部 針 広 混 交 林 帯(ニ ペ ソ ツ 山1390m:

1994.11.23).に 生 息,

FamilyZOSTEROPIDAEメ ジ ロ科

Zo部erops/apo111cus/apoη1cusTemminck&Schlegel

1996年 に 初 め て 観 察 さ れ た(東 居 辺:1996.5.8,

平:2005.5.10).

メ ジ ロ

上 士 幌:1996.5.19/2005.5.22,萩 ケ 岡 橋:2007.6.10,糠

FamilyEMBERIZIDAEホ オ ジ ロ 科

Emわe百2aclofdescfopsfsBonaparteホ オ ジ ロ

夏 鳥.平 野 部 の 林 縁(東 居 辺:1996.5.8)・ 山 地 の 集 落 や 道 路 沿 い な ど伐 開 地(糠i平:2006.5.18,幌 加 駅

付 近:1976.5.13,三 股 市 街:1984.7.26)に 生 息.

Enlbeがza血c説a血ca`aPallasホ オ ア カ

2例 の 記 録 が あ る(萩 ケ 岡:1982.6.12事 故 死 体,糠 平:1987.4.30).

E㎞ わeがzarusがcala6拍scfaPortenkoカ シ ラ ダ カ

渡 りの 時 期 に 飛 来(東 居 辺:1997.5.7,幌 鹿 峠1100m:1981.10.13,糠 平:2005.5.11).

Embeがz∂elegaηselegallsTemminckミ ヤ マ ホ オ ジ ロ

渡 りの 時 期 に 飛 来(東 居 辺:1993.3.29,糠 平:2005.4.15,西 ク マ ネ シ リ岳1400m:1994.10.8).

.Embeがzaaureolaoma孟aShulpinシ マ ア オ ジ

絶 滅 危 惧IA類.4例 の 記 録 が あ る(東 居 辺:1981.5.24,居 辺:1985.5.30,萩 ケ 岡:1981.6.15,三 股:

1977.6.5).

勘mbeがzaspodocep乃alapersoηa`aTemminckア オ ジ

夏 鳥.平 野 部 の 小 林 か ら 山 地 の 森 林 の 林 縁 ま で 広 く生 息.出 現 最 高 標 高 は1500m(ニ ペ ソ ツ 山:1995.8.3).

Ember惣aγaがabflfsTemminckク ロ ジ

夏 鳥.下 部 針 広 混 交 林 帯(天 宝 山725m:2000.6.30)か ら針 葉 樹 林 帯(ニ ペ ソ ツ 山1300m:2002.5.15)で 繁 殖.

Embeがzaschoenfc1αspy:r酌 α11ηa(Swinhoe)オ オ ジ ュ リ ン
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渡 り の 時 期 に ま れ に 飛 来(東 居 辺:2003.5.3,糠 平:2005.5.14・5.17).

Plec孟ropheηaxηfvalfsvlasowaePortenkoユ キ ホ オ ジ ロ

冬 鳥(北 門:2005.2.21山 本 正 明,三 股:1974.1.2).

FamilyFRINGILLIDAEア ト リ科

、F㎡11gfllamo11だ 丘fllgfllaLinnaeusア トリ

主 に 渡 り の 時 期 に 飛 来 し,高 山 帯 に も 出 現(東 居 辺:2004.4.26,糠i平:2007.3.3/2009.2.15,ウ ペ ペ サ ン ケ

山1600m:1979.10.14).

Cardαelfss加1caIη 加or(Temminck&Schlegel)カ ワ ラ ヒ ワ

夏 鳥.広 葉 樹 林 帯 か ら 下 部 針 広 混 交 林 帯 で 繁 殖.高 山 に も 出 現 す る(西 ク マ ネ シ リ岳 山 頂:1994.10.8).冬

の 観 察 例 が あ る(上 士 幌:1976.1.23,糠i平:1974.2.1,幌 加:1978.1.30)が,こ れ は 別 亜 種 オ オ カ ワ ラ ヒ ワ

Cs.kawarahfba(Temminck)で あ る 可 能 性 が 高 い.

Carduelfsspfη αs(Linnaeus)マ ヒ ワ

留 鳥.下 部 針 広 混 交 林 帯(糠i平:1985.5.25)か ら 上 部 針 広 混 交 林 帯(ニ ペ ソ ツ 山 前 天 狗 岳1620m:1982.7.29)

に 生 息.繁 殖 は 確 認 さ れ て い な い.

Carduelfsflammea17am111ea(Linnaeus)ベ ニ ヒ ワ

冬 鳥(東 居 辺:1996.4.15,北 門:1975.12.19,糠i平:1990.1.30,タ ウ シ ュ ベ ツ 川:1975.11.12)

Leαcosがc孟earcωaわr田111eo1川cha(Brandt)ハ ギ マ シ コ

冬 鳥(東 居 辺:1981.3.14,糠 平:1991.11.6,丸 山1400m:1998.10.11,西 ク マ ネ シ リ 岳 山 頂:1994.10.8).

5・6月 に 観 察 さ れ る こ と が あ る(糠 平:2005.5.25・5.29,幌 鹿 峠1200m:1984.6.4).

Carpodacαsroseαs(Pallas)オ オ マ シ コ

渡 り の 時 期 に ま れ に 飛 来(東 居 辺:2007.3.26,糠i平:1973.10.26,三 股 十 七 の 沢 林 道:1989.4.29,三 股 シ

ン ノ ス ケ 三 の 沢:2002.10.27).

月ηfcolae加clea古orsakhalfηeηsfsButurlinギ ン ザ ン マ シ コ

北 海 道 レ ッ ドデ ー タ ブ ッ ク 希 少 種.繁 殖 期 に は ニ ペ ソ ッ 山(1710m:1995.7.16)と 音 更 山(1850m:

1996.7.21)の ハ イ マ ツ 林 で 記 録 さ れ て い る に 過 ぎ な い が,非 繁 殖 期 に は 森 林 帯 に 普 通 に 生 息(川 辺2003).

厳 冬 期 の 出 現 最 高 標 高 は1650m(ユ ニ 石 狩 岳:2006.1.1).ハ イ マ ツ 帯 で 繁 殖 す る こ と か ら個 体 数 は 多 く は

な い が,繁 殖 地 に お け る 環 境 改 変 が ほ とん ど な い こ とか ら 生 存 を 脅 か す 直 接 的 原 因 は 今 の と こ ろ な い.

Loxfacurvfrosなa/aponfcaRidgwayイ ス カ

夏 季 は 針 葉 樹 林 帯 に 出 現(温 泉 山1050m:1991.6.29,三 国 峠1000m:2003.6.28).2-4月 に は ヨ ー ロ ッ パ

トウ ヒや モ ン タ ナ マ ツ の 種 子 を 採 食 す る た め 糠 平 に 飛 来 す る(川 辺2003).平 野 部 で は1例 の 記 録 が あ る

(北 居 辺:1988.6.28事 故 死 体).

Loxゴaleαcoμerabf拍scfa加(Brehm)ナ キ イ ス カ

2例 の 記 録 が あ る(ニ ペ ソ ツ 山:1983.4.13柿 崎 靖,三 股:1991.2.25田 中 康 夫).

翫agαssfわf"cussaηgαflloleη 加s(Temminck&Schlege1)ベ ニ マ シ コ

夏 鳥.平 野 部 の 林 縁(東 居 辺:1996.5.8)・ 山 地 の 伐 開 地(糠 平:2005.5.11,幌 加 駅 跡:1989.4.26,三 股

市 街:2005.4.24,石 狩 岳 登 山 口820m:1975.7.6)に 生 息.ま れ に冬 に 出 現(東 居 辺:1983.1.3).

1ヶrrhα1apyrrhα1agrfsefγe1鉱 ㎡sLafresnayeウ ソ

留 鳥.繁 殖 期 に は 下 部 針 広 混 交 林 帯(糠 平 五 の 沢530m:2005.7.24)か ら 上 部 針 広 混 交 林 帯(ニ ペ ソ ツ 山 小

天 狗 コ ル1600m:1975.8.15)に 生 息.冬 は 平 野 部 の 森 林 に も 出 現 す る(勢 多320m:2009.2.3).別 亜 種 ア カ ウ

ソP,p.rosaceaSeebohmの 記 録 が1例 あ る(糠 平:2004.3.3事 故 死 体).

Eophoηaperso11鉱apersoη 鉱a(Temminck&Schlegel)イ カ ル
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広 葉 樹 林 帯(東 居 辺:1985.5.23)か ら下 部 針 広 混 交 林 帯(糠i平:2003.5.10)に 出 現.北 海 道 で は 夏 鳥 と さ れ

る(藤 巻2000)が,冬 季 も ま れ に 出 現 す る(川 辺2003).

Cocco酌rau訂escocco出raα 説es/aponlcHsTemminck&Schlegelシ メ

留 鳥.広 葉 樹 林 帯(東 居 辺:1985.6.20)か ら下 部 針 広 混 交 林 帯(三 股680m:1996.7.16)で 繁 殖.ま れ に

針 葉 樹 林 帯 に 出 現(ニ ペ ソ ツ 山980m:1994.8.22).冬 に 出 現(糠 平:1985.12.1660羽 の 群 れ)す る の は 別

亜 種 シ ベ リ ア シ メCc.cocco訪raus`esLinnaeusと 考 え られ る.

FamilyPLOCEIDAEハ タ オ リ ド リ科

Passerr面1aηsr面1ans(Temminck)ニ ュ ウ ナ イ ス ズ メ

夏 鳥.平 野 部 の 小 林(東 居 辺:2004.5.11,上 音 更:1990.5.11)・ 山 地 の 集 落(糠 平:2008.5.8)で 繁 殖.

Passermo沈allussa加ra加sStejnegerス ズ メ

留 鳥.人 家 周 辺 で 繁 殖.三 股 で は1988年 に 営 巣 が 記 録 さ れ て い る が,現 在 は 生 息 し て い な い.糠i平 で も 近

年 個 体 数 の 減 少 が 著 し い(川 辺 印 刷 中).

FamilySTURNIDAEム ク ド リ科

S加rnusphf1加peηsfs(Forster)コ ム ク ド リ

夏 鳥.平 野 部 の 小 林(上 音 更:1995.6.13)に 生 息 し,山 地 の 集 落 に と き お り飛 来 す る(川 辺2003).

5加muscfηeraceαsTemminckム ク ド リ

夏 鳥.平 野 部 の 農 耕 地 帯(北 門:1987.7.17)に 生 息 し,山 地 の 集 落 に と き お り 飛 来 す る(川 辺2003).

FamilyCORVIDAEカ ラ ス 科

Gam11αsglallda㎡usbralld面Eversmannミ ヤ マ カ ケ ス

留 鳥.平 野 部 か ら 山 地 の 森 林 に 生 息.出 現 最 高 標 高 は1500m(ウ ペ ペ サ ン ケ 山:1990.9.23).厳:冬 期 の 出

現 最 高 標 高 は900m(三 国 峠:1995.1.22).

Nucf丘agaca」70c説ac孟es/apoηfcaHartertホ シ ガ ラ ス

針 葉 樹 林 帯 か ら ハ イ マ ツ 帯 に 生 息.厳 冬 期 の 記 録 は な い.出 現 最 低 標 高 は540m(糠 平:1998.9.23).

Corvαscoroηeorfe11孟alfsEversmannハ シ ボ ソ ガ ラ ス

留 鳥.平 野 部 の 農 耕 地 帯 に 多 い.少 数 が 山 地 の 国 道 沿 い や 集 落 周 辺 に 生 息.出 現 最 高 標 高 は700m(三 股 中

の 川:1976.5.28)

Coryαsnlacrorhynchos/aponellsfsBonaparteハ シ ブ トガ ラ ス

留 鳥.平 野 部 か ら 山 地 の 森 林 に 生 息.出 現 最 高 標 高 は2013m(ニ ペ ソ ツ 山:1975.8.15).

Coryαscoraxkam`schaがcαsDybowskiワ タ リ ガ ラ ス

1990年 代 半 ば か ら シ カ の 死 体 を 食 べ る た め,冬 に 飛 来 す る よ う に な っ た(糠i平:2001.3.18/2003.4.10/2006.

1.25,三 股:1998.1.25/2001.3.18鏡 坦).

おわりに

上 士 幌 町で は これ まで に170種 の鳥 類 が 記録 され て い る.こ の なか には環 境 省 レッ ドリス ト(2006年12月22日

公 表)の 絶 滅危 惧IA類 が3種(シ マ フ ク ロウ ・ミユ ビゲ ラ ・シマ アオ ジ),絶 滅 危 惧IB類 が5種(オ ジ ロ ワシ ・

クマ タ カ ・イ ヌ ワシ ・キ ンメ フ ク ロウ ・アカ モ ズ),絶 滅 危 惧II類 が5種(オ オ ワ シ ・ハ ヤ ブサ ・タ ンチ ョウ ・

ヨタカ ・ク マゲ ラ),準 絶滅 危 惧 種 が8種(マ ガ ン ・オオ ヒシ クイ ・ミサ ゴ ・ハ チ クマ ・オ オタ カ ・ハ イ タ カ ・

ウ ズ ラ ・オオ ジ シギ),情 報 不 足2種(オ シ ドリ ・エ ゾ ライ チ ョウ)が 含 まれ て い る.
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とりわけエゾミユビゲラとキンメフクロウについては,保 護に細心の注意が払われなければならない.な ぜ

なら,前 者はわが国では上士幌町と東川町でのみ生息が,後 者は上士幌町,鹿 追町,上 川町でのみ繁殖が確認

されているに過ぎないからである.し たがって,上 士幌町内におけるモニタリングの推進,さ らには前述のよ

うな保全対策が不可欠である.

環境省レッドリス トおよび北海道レッドブックに掲載されていないが,上 士幌町において繁殖個体数の減少

が懸念される種は,コ ノハズク ・アオバズク ・セグロセキレイ ・イカルチドリである.コ ノハズクとアオバズ

クは,渡 り鳥であることから越冬地での生息環境の変化が個体数の減少に関わっている可能性があるが,繁 殖

地における実態把握が急務である.ま た,セ グロセキレイとイカルチ ドリは,砂 礫川原を生息地としているこ

とから,音 更川における砂礫川原の消失が繁殖個体数の減少をもたらしていると推測される.砂 礫川原を確保

するため,本 来の季節的流量変動を考慮した河川管理が実行されなければならない(環 境省編2002).

謝 辞

情報 を提 供 い ただ い た岩 見 恭 子,鏡 坦,白 木 雪 乃,田 中 年 男,田 中康 夫,桧 座 幸 雄,山 本 正 明,米 川 洋 の

各 氏 、英 文 の校 閲 を して い ただ い た斎 藤 潤氏,そ して長 期 に渡 る 調査 の 遂行 を支 えて い た だい た多 くの方 に厚

くお礼 申 し上 げます.

引用文献

藤 巻 裕 蔵,2002.ミ ユ ビゲ ラ,「 改 訂 ・日本 の絶 滅 の お

そ れ の あ る野 生 動 物 一 レ ッ ドデ ー タ ブ ッ ク ー2鳥 類 」

(環 境 省 野 生 生 物 課 編)pp.78-79.自 然 環 境 研 究 セ ンタ

ー ,東 京.

HansWinkler,DavidAChristieandDavidNurney,1995.

WoodpeckersAguidetothewoodpeckers,piculetsand

wrynecksoftheworld,p.294.Picapress,Sussex

ひ が し大 雪 博 物 館 友 の会 エ ゾ ラ イ チ ョ ウ調 査 グ ル ー プ,

2005.北 海 道 中 央 部,十 勝 三 股 にお け る エ ゾ ライ チ ョ

ウ の個 体 数 調 査.ひ が し 大 雪 博 物 館 研 究 報 告,27:

27-30.

ひ が し大 雪 博 物 館 友 の 会 オ オ ル リ調 査 グ ル ー プ,2005.

北 海 道 中央 部,大 雪 山 系 に お け るオ オ ル リの個 体 数 調

査.ひ が し大 雪 博 物 館 研 究 報 告,27:31-35.

北 海 道 環 境 生 活 部 環 境 室 自然 環 境 課 編,2001.北 海 道 の

希 少 野 生 生 物 北 海 道 レ ッ ドデ ー タ ブ ック2001.北 海

道,札 幌.

岩 見 恭 子 ・川 辺 百 樹,1995.十 勝 地 方 北 部 の 山岳 森 林 地

帯 にお け る ノ ス リの 営 巣 環 境.ひ が し大 雪 博 物館 研 究

報 告,17:15-24.

岩 見 恭 子 ・川 辺 百 樹,2006a.大 雪 山 国 立 公 園 で の オ ジ

ロ ワ シ の 営 巣 例.ひ が し大 雪 博 物 館 研 究 報 告,28:9-

12.

岩見 恭 子 ・川 辺百 樹,2006b,十 勝 平野 北部 で 繁殖 す る ノス

リの営 巣環 境.ひ が し大 雪博 物館 研 究報 告,28:13,21.

環 境 庁 自然 保 護 局 野 生 生 物 課 編,1991.日 本 の 絶 滅 の お

そ れ の あ る野 生 生 物 一 レ ッ ドデ ー タ ブ ッ ク ー 脊 椎 動 物

編,.日 本 野 生 生 物 研 究 セ ン ター,東 京.

環 境 省 編,2002.新 ・生物 多 様 性 国 家 戦 略 ～ 自然 の 保

全 と再 生 の た め の 基 本 計 画 ～,p.136.株 式 会 社 ぎ ょ

うせ い,東 京.

川 辺 百 樹,1985.上 士 幌 町 に 飛 来 した タ ンチ ョ ウ につ い

て.ひ が し大 雪 博 物館 研 究 報 告,7:49-50.

川 辺 百 樹,1988a.音 更 川 上 流 域 に お け る ク マ ゲ ラ の 生

息 状 況.ひ が し大 雪博 物 館 研 究 報 告,10:37-44.

川 辺 百 樹,1988b.北 海 道,音 更 川 の 水 辺 性 鳥 類.ひ が

し大 雪 博 物 館 研 究 報告,10:27-36.

川 辺 百 樹,1988c.大 雪 山 国 立 公 園 に お け るル リ ビ タ キ

の営 巣 例.ひ が し大雪 博 物館 研 究 報告,10:45-47。

川 辺 百 樹,1990.ミ ユ ビゲ ラ と 十勝 三 股.ひ が し大 雪 だ

よ り,23:2.

川 辺 百 樹,1992.大 雪 山 国立 公 園 に お け る キ ン メ フ ク ロ

ウ の 繁殖.ひ が し大雪 博 物館 研 究 報告,14:107-110.

川 辺 百 樹,1997大 雪 山 国立 公 園,十 勝 三 股 にお け るハ シ

ブ トガ ラの 営 巣 例.ひ が し大 雪 博 物 館研 究 報 告,19:

59-60.

川 辺 百 樹,2002.キ ン メ フ ク ロ ウ,「 改 訂 ・日本 の 絶 滅

の お そ れ の あ る野 生 動 物 一 レ ッ ドデ ー タ ー ブ ッ ク ー2

鳥 類 」(環 境 省 野 生 生 物 課 編)pp.122-123.自 然 環 境 研

究 セ ン タ ー,東 京.

川 辺 百 樹,2003.大 雪 山 国立 公 園 鳥 類 目録.ひ が し大 雪,

博物 館 研 究 報 告,25:1-49.

川 辺 百 樹,2004a.セ グ ロ セ キ レ イ の 生 息 地 と分 布 制 限

要 因.ひ が し大 雪 博物 館 研 究 報 告,26:59-78.

川 辺 百 樹,2004b.北 海 道 の 低 標 高 地 にお け る コ ガ ラ の

繁殖 例.ひ が し大 雪 博物 館研 究 報 告,26:55-57.

川 辺 百 樹,2005a.分 布 北 辺 域 に お け る セ グ ロ セ キ レ イ

の 季 節 的移 動.ひ が し大 雪 博 物 館研 究 報 告,27:55-61.



16 ひがし大雪博物館研究報告 第31号

川 辺 百 樹,2005b.北 海 道 十 勝…平 野 北 部,東 居 辺 の鳥 類.

ひ が し大 雪 博物 館 研 究 報 告,27:37-49.

川 辺百 樹,2007.日 本 列 島 に お け る セ グ ロセ キ レイ とバ

ク セ キ レ イ の 種 間 関 係.ひ が し大 雪 博 物 館 研 究 報 告,

29:21-44.

川 辺 百 樹 ・桧 座 幸 雄 ・久 保 田康 裕,1990.音 更 川 上 流 域

にお け る1988・1989年 の ク マ ゲ ラ 営 巣 例.ひ が し大 雪

博 物 館 研 究 報 告,12:93-96.

川 辺 百 樹 ・田 中 康 夫,1997.大 雪 山 国 立 公 園 の 森 林 帯 に

お け るハ リオ ア マ ツ バ メの 営 巣 例.ひ が し大 雪 博 物 館

研 究 報 告,19:57-58.

吉 良 竜 夫,1971.生 態 学 か らみ た 自 然,pp.150-151.河 出

書 房 新 社,東 京.

清 棲 幸 保,1978.日 本 鳥 類 大 図 鑑 皿(増 補 改 訂 版)pp.34-

35.講 談 社,東 京.

松 田 ま ゆみ ・川 辺 百 樹 ・多 田 正 章,1983.わ が 国 に お け

る ジ ョウ ビタ キ の 繁 殖 初 記 録 鳥,32:175.

宮 脇 昭 編,1977.日 本 の 植 生,pp.486-487.学 習研 究 社.

東 京.

日本 鳥 学 会,1974.日 本 鳥 類 目録 改 訂 第5版,p.226.学

習研 究 社,東 京.

日本 鳥 学 会,2000.日 本 鳥 類 目録 改 訂 第6版,日 本 鳥 学

会.

沼 田 真 編,1978.生 態 学 辞 典,P.2.築 地 書 館,東 京.

山 階 芳 麿,1941.日 本 の 鳥 類 とそ の 生 態 第2巻.PP.71-79.

岩 波 書店,東 京.

Summary

OnehundredseventyspeciesofbirdsintotalhavebeenrecordedinKamishihorotown,

Hokkaido.Twenty-threespeciesofthesebirdswereincludedintheJapaneseRedListof

threatenedspecies.EspeciallyPfcofdes亡 ㎡dac勾 乙1us1ηoαyefandAego万us血 ηereαsmagη αs

shouldbepaidenoughattentioninordertohaveproperprotection.Becauseha'bitatsof

thesespecieswerelimitedtoKamishihorotownandneighboringtowns.ThoughO加s

scopsノ:apo.nfcαs,1V:fηoxsc漉ula加 ノ:aponfca,Charad㎡ αsplacfdαs/apollfcusandMo飽cflla

91raηdfsarenotincludedinJapaneseredlistofthreatenedspecies,theyareconcerned

abouttheirdeclineofbreedingpopulations.Thereforethepopulationofthesespecies

mustbemonitored.


